
学
校
の
指
定

　
島
原
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
に
よ

り
、
通
学
す
る
学
校
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
指
定
さ
れ
た
学

校
を
「
指
定
学
校
」
と
い
い
ま
す
。

指
定
学
校
変
更
と
区
域
外
就
学

　
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
、

指
定
学
校
以
外
の
学
校
へ
の
就
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
委
員

会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
「
指
定
学
校
変
更

（
校
区
外
通
学
）
」
「
区
域
外
就
学
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
、
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
、
か
つ
下
記
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
、
指
定

学
校
以
外
の
学
校
へ
就
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

指
定
学
校
変
更
（
校
区
外
通
学
）

と
は
…
島
原
市
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
指
定
学
校
以
外
の
島
原
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
就
学
で
き
る

　
制
度
で
す

区
域
外
就
学
と
は
…
島
原
市
以
外

　
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
島
原
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
就
学
で
き
る

　
制
度
で
す

条
　
件

①
保
護
者
が
通
学
経
路
・
通
学
方

　
法
を
明
確
に
し
た
上
で
、
通
学

　
途
上
の
安
全
に
つ
い
て
責
任
を

　
持
つ
こ
と
を
承
諾
す
る
こ
と

②
学
校
施
設
の
運
営
上
問
題
が
な

　
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

③
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た

　
書
類
な
ど
が
添
付
さ
れ
て
い
る

　
こ
と

手
続
き

必
要
書
類
・
手
続
き
場
所
…
下
表

　
の
添
付
書
類
と
印
鑑
を
持
参
の

　
う
え
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

　
グ
ル
ー
プ
で
手
続
き
を
し
て
く

　
だ
さ
い

新
入
学
生
…
手
続
き
を
し
よ
う
と

　
す
る
保
護
者
は
、
１
月
下
旬
に

　
送
付
さ
れ
た
入
学
通
知
書
を
持

　
参
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く

　
だ
さ
い

住
民
票
を
異
動
す
る
場
合
…
引
っ

　
越
し
な
ど
の
住
民
異
動
を
伴
う

　
場
合
は
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
で
届
け
出
を
済
ま
せ
た
後
、
学

　
校
教
育
グ
ル
ー
プ
で
手
続
き
を

　
し
て
く
だ
さ
い

　
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
「
指
定
学
校

の
変
更
」
と
「
区
域
外
へ
の
就
学
」
を
認
め
て
い
ま
す
。

指
定
学
校
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更
と
区
域
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就
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い
て
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●指定学校変更（校区外通学）の要件

種　類

①最終学年転居

③兄姉が①に該当

⑤学期途中転居

⑥転居予定

⑦留守家庭

⑧身体的な理由

⑨災害等

⑩その他特別な事情

②特別支援学級通学
または通級指導教室
通級

新築・改築・転居予
定等を証明できる書
類の写

卒業年度末ま
たは通級終了

①の兄姉の期
限

②の児童生徒
の期限

原則として学
期末

元の居住地に
転居するまで

・親の住民票
・親の勤務証明書
・祖父母等の住民票

変更取扱い事
項が解消する
まで

特殊事情を証明する
もの、または校長の
意見書

指定学校に特別支援学級・通級指導教室がな
く、家から最も近い学校の特別支援学級に通
学または通級指導教室に通級する場合。

添付書類

－

－

－

－

－

－

変更期限

年度末

転居日

その期間

その期間

変更取扱い事項

④兄弟姉妹が②に該
当

診断書（通院証明書）

小学校６年生または中学３年生で転居し、通
学に支障がない場合。

①の場合、教育上の配慮として弟妹は同一校
通学ができる。

住宅の新築・改築、その他の理由による転居
予定のため、短期間校区外から通学する場合。

不慮の自然災害等により、住民異動を伴わな
いで居住する場合。

家庭的事情または教育上やむを得ない事情が
ある場合。

②の場合、教育上の配慮として兄弟姉妹は同
一校通学ができる。

各学期間に転居し、通学に支障がない場合。
ただし、長期休業中に転居した場合は対象と
ならない。

下校後、家庭に保護監督する者がいない小学
生で、親の勤務地の校区や祖父母等の居住す
る校区の学校に通学する場合。

身体虚弱などにより、指定学校への通学が困
難な場合、または通院治療を要し、指定学校
からの通院が困難な場合。


